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子育てにやさしいまち をめざして

新年を迎えて

いつも当法人の活動に温かいお言葉、ご支援を賜りありがとうございます。
皆さまにパワーをいただいて活動しております。
多様化が求められる昨今、クレジットカードを利用できるオンラインでの寄付の受付を始めました。
ご寄付は随時お受けしております。これまで通り、ゆうちょ銀行へのお振込みでも可能です。
引き続き、皆さまのご支援をよろしくお願い申し上げます。
お寄せいただいた寄付は、ハーモニーの活動に大切に使わせていただきます。

Syncableの決済ページに遷移します

オンラインでの寄
付を始めました

　2023年4月1日、「こども家庭庁」が創設されます。

常にこどもの最善の利益を第一に考え、こどもに関する取り組み・政策を我が国の真ん中

に捉え「こどもまんなか社会」を目指すための司令塔として期待されています。

「こども家庭庁」の基本姿勢として、①こどもの視点、子育て当事者の視点　②地方自治

体との連携強化　③NPOをはじめとする市民社会との積極的な対話・連携・協働、の3つ

を掲げています。私たちの事業は松戸市からの委託が大半を占めるため、これまで以上に

行政や関係機関との連携の必要性が求められるのではないでしょうか。

子どもの出生数が80万人を下回る見通しの中、子ども・子育て当事者と一番近い関係にあ

る私たちが、当事者の声にしっかり耳を傾けながら、私たちにできる「地域で子育て、み

んなで子育て」「子育てにやさしいまち」を今年も目指していきたいと思います。

　また、昨年末に保育園での「不適切な保育」についての報道がありました。小規模保育

施設の運営を始めて２年目、子どもの利益を最優先にした保育を目指していながらも、つ

いつい子どもに対して不適切な対応をとっていなかったか、改めて考える

機会になりました。誰のための保育なのか、私たちは何を目指して保

育をしているのか、スタッフ間で常に話しながら、これからも子ども

たちと一緒に楽しんでいきたいと思います。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 理事長　石田 尚美



◆正会員(個人) ：入会金1,000円(初年度のみ) 月1,000円

◆賛助会員(個人)
(団体)

：入会金なし、1口1,000円～
：入会金なし、1口5,000円～
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地域に豊かな人と人とのハーモニーを

郵便振込口座番号：00140-5-547598
加入者名：特定非営利活動法人松戸子育てさぽーとハーモニー
　　　会員数：正会員42名　賛助会員12名　賛助団体1組(2022年12月現在)

ハーモニーの活動に賛同していただける方、
ご支援していただける方を募集しています。

@オンライン『発達のゆっくりめな子の就学に向けての勉強会』2022.11.8

中学生と赤ちゃんの
ふれあい体験を実施しました
中学生と赤ちゃんの
ふれあい体験を実施しました

『ゆうまつどフェスタ2022～松戸から変えよう・もっと変わろう～』に参加しました。ハーモニーで

は、『発達がゆっくりめな子の就学に向けての勉強会』をオンラインで開催。昨年に引き続き、同じ

テーマでの企画参加となりました。特別支援教育士の石井裕子先生に、松戸市の特別支援学級の種類・

特別支援学校、それぞれの学習内容や違い、学校や学級選びのポイント、お子さんの社会的自立に向け

て学校との連携や相談の流れ、各家庭でできること等を話していただきました。最後に石井先生から、

「大変だ、困った、どうするんだろうではなく、子どものありのままを好きになって、子どもがどのように育つんだろうとワクワクしなが

ら、苦しい、悩んだ時は、いろいろな人に相談して、子育てをしていってほしい」とご自身の子育て経験からのメッセージをいただきまし

た。これからも地域で保護者同士の話せる場所や、孤立しがちな親子さんの居場所でありたいと思います。

《参加者：2歳から6歳、就学中の保護者23名、子育て支援に関わる方16名》

昨年度はオンラインでの開催でしたが、今回は久
しぶりに実際に中学生と乳幼児親子が触れ合うこ
とができました。事前授業を通して赤ちゃんにつ
いて学び、実際に乳幼児と触れ合う中学生たち。
おもちゃを手渡ししてみたり、読み聞かせや抱っ
こもしてみたり…。遊んでくれるかな、絵本読ん
だら聞いてくれるかな、と緊張している面持ちで
したが、赤ちゃんとふれあえたことで和んだ様子
でした。

《実施校：根木内中学校、栗ヶ沢中学校、和名ヶ谷中学校、新松戸南中学校》

• 母子手帳やエコー写真のこと食事のことなど知らないことが知れて貴重
な体験ができた。
• 今回の体験で親に感謝しようと思いました。
• お母さんたちが『楽しかったです』と言ってくれて自分も楽しかった。
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松戸市では、赤ちゃんと触れ合うことにより、また
乳幼児の親との交流を通し、命の大切さや、子ども
を産み育てることのできる素晴らしさを”体験・実感”
できることを目的に、中学3年生の家庭科の授業の一
環として、『赤ちゃんとのふれあい体験』を実施し
ています。ハーモニーでは、今年度市内4校での開催
のサポートをしました。

中学生の
感想

(一部抜粋)




